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FGBノックアウト細胞株を用いたフィブリノゲン産生制御に関する研究 

 

澤村 暢１） 

溝越祐志１） 三浦真希子１） 前川真人２） 

 

フィブリノゲンの生合成・分泌に関する論文はこれまでにも報告されているが、いずれも

遺伝子導入による強制発現系や RNAi によるノックダウンの実験であり、HepG2 を使った

フィブリノゲン遺伝子のノックアウト実験は未だ報告はない。これまでの研究は HepG2 細

胞を用いた RNAiによるノックダウンを行い、これらの結果からフィブリノゲンを構成する

3 つの遺伝子は何らかのルートを経て互いに作用し合い、mRNA レベルでタンパク発現量を

コントロールしているのではないかと推測した。 

 本研究では、フィブリノゲンを構成する 3 つの遺伝子のうちの 1 つである、FGB をノッ

クアウトし、そのノックアウト細胞株を用いて生合成・分泌をコントロールしているメカニ

ズム解明を試みたので報告する。 

 フィブリノゲンを産生している培養細胞株（HepG2）を CRISPR/Cas9 システムでゲノム

編集を行った。遺伝子導入後、細胞の一部回収し T7E1アッセイを行い、ゲノム編集が成功

したかの確認を行った。 

想定される部分に変異が導入されており、ゲノム編集は成功した。その細胞集団からノッ

クアウトされた 1 細胞をクローニングし、その細胞株を用い mRNA 発現量の解析、タンパ

ク発現解析を進めている。 
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